
調査手法

令和5年熊本都市圏パーソントリップ調査は、調査費用の縮減、及び調査の効
率化を目的に郵送配布回収方式とし、若年層や単身世帯の回収率向上を目的に
紙の調査票とWEBでの回答を選ぶことができるWEB 回答方式を併用していま
す。

調査対象圏域

調査対象地域は、熊本市、菊池市、宇土市、
宇城市、合志市、大津町、菊陽町、西原村、
御船町、嘉島町、益城町、甲佐町の5 市6 
町1 村の合計12 市町村としています。
設定にあたっては、前回（平成24年）調査
対象エリアを基本とし、熊本市との結びつ
きの強さを重視して設定しています。
※“結びの強さ“とは
①熊本市への通勤通学800人以上
②熊本市への通勤通学依存率が15%以上

熊本都市圏総合都市交通体系調査 2023年

第4回調査から約10年が経過し、交通状況に大きな変化が生じています。将来の都市圏交通のあり方を検討するにあたり、現況分析・将来予測及び現在
のマスタープランの検証を行い、社会情勢の変化に対応した施策の見直しを行うため交通実態を把握するパーソントリップ調査を実施しています。

調査主体 熊本都市圏総合交通計画協議会（事務局：熊本県、熊本市）

調査圏域人口 約109万人（令和5年7月1日時点）

調査手法（つづき）

精度確保に向けて、以下の取組を実施しています。

方策 具体的な対応

調査
への
信頼
性の
確保

⾸⻑のサイン・顔写
真⼊り依頼状

県知事、熊本市⻑（熊本市のみ）の直筆サイン及び
顔写真を添付した調査協⼒の依頼状を送付

個人情報取り扱いの
明記

調査協⼒の依頼状、調査のお願い及びホームページ
における個人情報の取扱いに関する明記

対象
者の
負担
軽減

QR コードによる自動
ログイン化

スマートフォン、タブレットの回答者がログインID、
パスワードを⼊⼒しなくてよいQR コードを発⾏

調査票の回答支援 移動の履歴を回答するにあたり、詳細な場所を検索
しなくても済むように郵便番号、施設名、地図等に
よる住所⼊⼒や経路探索システムを活用した移動経
路の⼊⼒の省⼒化を実施

回答者が選択可能な
調査方法の充実

同一世帯で紙媒体での回答、WEB での回答と好みに
応じて回答可能なように設定

回収
率の
向上

Web 回答者へのイン
センティブの付与

WEB 回答率を向上のために、WEB 回答者に謝礼を進
呈

広報を用いた調査対
象者以外のWEB 調査

大々的に実施した広報を⾒た熊本都市圏居住者が自
主的にWEB 調査に協⼒してもらえるように、協議会
ホームページにWEB 調査（オープン回答）を開設

WEB 調査システムの
改良

WEB 調査システムを事務局関係者（約300 名）でテ
ストし、操作性、分かりやすさの視点から、複数人
によるチェック、改良等を実施し、短時間で回答し
やすいシステムを構築

図 WEB 回答併用回答方式

出典：令和4年度熊本都市圏総合都市交通体系調査報告書

出典：令和4年度熊本都市圏総合都市交通体系調査報告書

図 調査対象地域

調査体系

調査は、本体調査（世帯票、個人票）と付帯調査、補完調査から構成されてい
ます。
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標本設定の考え方

熊本都市圏では、「⾏政間（12×12）手段別（5）」でOD量の精度を確保でき
るように、抽出率は2.4％以上を目標として調査を実施しています。

付帯調査

付帯調査では、16歳以上の方を対象に本体調査では把握できない普段の生活な
どに関する調査を実施しています。
〇調査項目
・私事活動の状況

買物、通院、食事・社交・娯楽を対象に、概ね1か月での実施頻度、主な
目的地、交通手段を把握

・モバイル端末の利用状況
モバイル端末の所有状況、主に使用する端末、モバイル端末で⾏うこと
について把握

・外出頻度
平日、休日それぞれでおよそ5年前と比べて、外出頻度の増減を把握し、
減った人については、その理由を把握

・公共交通を利用する際の困りごと
公共交通を利用する際の困りごと、今後、身近にあったら良い・魅⼒的
な移動支援サービスについて把握

・自由記述
熊本都市圏の交通に関する理想の姿や要望、現在感じている問題などの
意⾒を把握

調査スケジュール

調査票の発送は3ロットに分割するとともに、第1ロットの返送状況を確認して
予備ロットの投⼊を検討しながら、調査を実施しています。

表 詳細スケジュール

補完調査

補完調査は、コードンライン調査、着地調査をしています。（１）コードンラ
イン調査
JR 熊本駅、阿蘇くまもと空港にて乗降客数調査、交通機関別利用者数
調査、OD 調査を実施しています。
（２）着地調査

パーソントリップ調査の標本数を向上させるために、セミコンテクノ
パークの２企業を対象に、本体調査と同様の調査を実施しています。

出典：令和4年度熊本都市圏総合都市交通体系調査報告書

出典：令和4年度熊本都市圏総合都市交通体系調査報告書より作成

本体調査

今後の交通施策に適切に対応するため、都市圏の人の動きなど交通実態を把握
する実態調査(パーソントリップ調査)を令和5年度に実施しています。
○特徴
世帯票にて、世帯収⼊に関する設問を設定
個人票にて、代理回答者を把握する設問を設定。また、調査日における在宅
勤務の有無と、在宅勤務の実施時間に関する設問を設定

表 必要抽出率
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回収率

調査実施により、目標回収率を上回る34.5%の回収を達成し、個人票の回収数
も必要な標本率を上回る回収を達成しています。

表 本体調査の回収結果

出典：令和4年度熊本都市圏総合都市交通体系調査報告書

検討体制

検討にあたっては、委員会、幹事会、事務局会議の3つを設置し、取組んでい
ます。

表 検討体制

出典：令和5年度街路交通調査成果の概要
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広報の取組

調査について幅広い層にPRし、第5回PT調査における回収率の向上を図ることを目的として、広報活動を⾏っています。
広報の企画は協議会において⾏い、関係機関を通じてチラシの配布、ポスターの掲示等を実施しています。
①広報チラシの配布
協議会構成団体の関係機関、市町村、交通事業者等にチラシの配布を依頼するとともに街頭 PRイベントでの配布も実施。

②ポスターの掲示
⾏政関係施設、鉄道駅、バスターミナル等にポスターの掲示を依頼。
また熊本市電では、デジタルサイネージを活用した掲示も実施。

③ホームページ・広報誌への掲載
協議会事務局（熊本県、熊本市）の HP での PR、市町村の広報誌に情報を掲載。

④その他
テレビ・ラジオ番組での放送や熊本市内での街頭 PR 活動等を実施。

広報媒体の作成例（左：チラシ、右：広報誌）

街頭PR実施時のスタッフ衣装・幟旗

出典：令和4年度熊本都市圏総合都市交通体系調査報告書

出典：令和4年度熊本都市圏総合都市交通体系調査報告書

街頭PRの実施状況

出典：令和4年度熊本都市圏総合都市交通体系調査報告書
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調査票

個人票、世帯票、普段の生活に関する調査（付帯調査）

世帯票

出典：令和4年度熊本都市圏総合都市交通体系調査報告書
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調査票

個人票、世帯票、普段の生活に関する調査（付帯調査）

個人票

出典：令和4年度熊本都市圏総合都市交通体系調査報告書
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調査票

個人票、世帯票、普段の生活に関する調査（付帯調査）

付帯調査票

出典：令和4年度熊本都市圏総合都市交通体系調査報告書
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各種調査物件

調査の予告（お願い）はがき、調査協⼒のお願い、調査のご説明、個人票の記⼊にあたって、お礼兼督促状、発送用封筒、返信用封筒

調査の予告（お願い）はがき（熊本市用） 調査協力のお願い（熊本市用）

出典：令和4年度熊本都市圏総合都市交通体系調査報告書
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各種調査物件

調査の予告（お願い）はがき、調査協⼒のお願い、調査のご説明、個人票の記⼊にあたって、お礼兼督促状、発送用封筒、返信用封筒

調査のご説明
出典：令和4年度熊本都市圏総合都市交通体系調査報告書
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各種調査物件

調査の予告（お願い）はがき、調査協⼒のお願い、調査のご説明、個人票の記⼊にあたって、お礼兼督促状、発送用封筒、返信用封筒

個人票の記入にあたって

出典：令和4年度熊本都市圏総合都市交通体系調査報告書
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各種調査物件

調査の予告（お願い）はがき、調査協⼒のお願い、調査のご説明、個人票の記⼊にあたって、お礼兼督促状、発送用封筒、返信用封筒

発送用封筒（熊本市用） 返信用封筒お礼兼督促状（熊本市用）

出典：令和4年度熊本都市圏総合都市交通体系調査報告書


